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春
の
兆
し
が
。
今
年
の
大
斎
節
行

事
と
し
て
二
つ
の
映
画
鑑
賞
会
が

三
月
一
七
日
「
塩
狩
峠
」
二
四

日
「
三
浦
綾
子
の
足
跡
」
一
八
日

「
子
ど
も
食
堂
の
働
き
を
通
し
て
」

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
信
仰

と
は
、
三
食
当
た
り
前
の
よ
う
に

食
べ
て
い
る
幸
福
。
改
め
て
基
本

に
立
ち
戻
る
良
い
機
会
を
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
二
九
日
、
過
越
し
の

食
事
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
の
夕
食

会
。
楽
し
い
ご
報
告
と
し
て
、
当

教
会
玄
関
ロ
ビ
ー
・
ア
ト
リ
ウ
ム

に
て
「
木
曜
カ
フ
ェ
」
が
試
験
的

に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
北

大
の
さ
く
ら
を
見
に
、
お
散
歩
が

て
ら
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
！ 

若
い
ス
タ
ッ
フ
が
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
新
札
幌
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

　

二
日
、
教
会
ホ
ー
ル
の
床
を
濡

ら
し
た
ス
ガ
モ
リ
は
翌
日
止
ま

る
。
四
日
、
み
言
葉
の
礼
拝
は

一
四
の
留
（
り
ゅ
う
）
と
詩
編
、

福
音
書
を
記
し
た
小
冊
子
で
主
の

十
字
架
の
道
行
き
を
共
に
す
る
。

一
一
日
、
下
澤
司
祭
の
大
斎
講
話

で
は
人
生
の
終
わ
り
の
時
と
司
祭

や
教
会
と
の
関
係
の
解
説
あ
り
。

同
日
午
後
二
時
三
〇
分
、
七
年
目

の
東
日
本
大
震
災
を
覚
え
て
一
二

名
が
黙
想
と
祈
り
を
共
有
。

　

一
八
日
、
雨
宮
寿
子
姉
よ
り

一
七
年
前
は
司
祭
と
、
今
回
は
令

嬢
と
参
加
さ
れ
た
ア
ッ
シ
ジ
巡
礼

の
旅
で
、
黙
想
時
に
感
じ
た
“
悲

し
み
”
と
、
参
加
者
と
の
会
話
で

受
け
た
“
恵
み
”
に
つ
い
て
の
証

を
拝
聴
。
二
五
日
、
一
斉
清
掃
、

汗
を
流
す
。

▽
札
幌
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

三
月
一
一
日
、
東
日
本
大
震
災

七
周
年
に
際
し
て
「
二
時
四
六
分

の
黙
想
」
を
行
い
、
全
国
の
教
会

と
と
も
に
復
興
を
祈
る
。一
六
日
、

幼
稚
園
卒
園
式
、
子
ど
も
た
ち
は

祈
り
の
心
を
も
っ
て
巣
立
ち
ま
し

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
で
欠
席

し
た
七
名
は
、
後
日
改
め
て
卒
園

式
を
行
う
。
一
八
日
、
大
斎
講
話

と
し
てJO

CS

（
日
本
キ
リ
ス
ト

教
海
外
医
療
協
力
会
）
理
事
で
、

当
教
会
信
徒
の
大
友
宣
さ
ん
か
ら

活
動
の
お
話
し
を
聞
く
。二
三
日
、

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
、「
赦
し
」
に

つ
い
て
黙
想
す
る
。
二
九
日
聖
木

曜
日
、
洗
足
の
礼
拝
、
仕
え
る
た

め
に
来
ら
れ
た
イ
エ
ス
様
の
み
跡

を
思
い
巡
ら
し
ま
し
た
。

▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会

　

三
月
二
日
、悪
天
候
で
し
た
が
、

日
本
基
督
教
団
札
幌
北
光
教
会
で

世
界
祈
祷
日
礼
拝
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
四
日
主
日
礼
拝
は
東
北
震
災

七
周
年
、
代
祷
で
祈
り
を
お
さ
さ

げ
し
ま
し
た
。
一
八
日
、
み
言
葉

の
礼
拝
後
棕
櫚
の
十
字
架
を
作
り

ま
し
た
。

　

婦
人
会
の
仕
事
会
で
は
卵
に
装

飾
し
、
小
枝
に
吊
り
ホ
ー
ル
に
飾

り
礼
拝
に
い
ら
し
た
皆
さ
ん
で
楽

し
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

聖
週
は
十
字
架
の
道
行
、
聖
木

曜
日
・
聖
金
曜
の
礼
拝
聖
餐
式
が

行
わ
れ
復
活
日
を
待
っ
て
い
ま

す
。

▽
函
館
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　

三
月
四
日
、
一
八
日
バ
ッ
ハ
が

こ
の
時
節
の
た
め
に
作
曲
し
た
カ

ン
タ
ー
タ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
静

か
な
時
間
を
過
ご
す
「
大
斎
メ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
企
画
、
歌

詞
の
基
と
な
っ
た
聖
書
の
箇
所
を

学
ぶ
。
一
一
日
、
東
日
本
大
震
災

七
周
年
記
念
日
、
礼
拝
の
中
で
想

い
を
一
つ
に
す
べ
て
の
逝
去
者
、

困
難
の
う
ち
に
あ
る
方
々
を
覚
え

て
祈
り
を
捧
げ
る
。
礼
拝
後
、
ア

ン
デ
レ
濱
島
國
四
郎
兄
逝
去
一
周

年
記
念
式
。
昼
食
後
宣
教
部
会
。

三
一
日
午
前
、
日
曜
学
校
ク
ッ

キ
ー
作
り
、
午
後
大
掃
除
と
イ
ー

ス
タ
ー
準
備
。
夕
刻
、
復
活
の
ろ

う
そ
く
と
十
字
架
の
祝
福
式
。
静

か
に
復
活
日
を
迎
え
る
。

▽
苫
小
牧
聖
ル
カ
教
会

　

三
月
三
日
、
主
教
様
に
よ
る
聖

ル
カ
幼
稚
園
新
園
舎
落
成
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
雪
解
け
の
進

む
中
、
遠
方
か
ら
も
多
数
の
ご
出

席
を
賜
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

一
七
日
に
は
現
園
舎
最
後
の
卒

園
式
が
行
わ
れ
二
一
人
の
園
児
が

元
気
に
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

主
の
ご
加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う

に
。

　

二
四
日
に
は
一
九
五
九
年
か
ら

五
九
年
に
渡
り
園
児
た
ち
を
見

守
っ
て
来
た
園
舎
の
お
別
れ
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
馴
染
み
深
い
朱

色
の
屋
根
の
園
舎
は
、
私
た
ち
の

心
の
中
に
い
つ
ま
で
も
残
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

四
月
か
ら
は
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
と
し
て
、
教
会
と
共
に

新
た
な
歩
み
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
主
の
豊
か
な
祝
福
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

▽
紋
別
聖
マ
リ
ヤ
教
会

　

長
か
っ
た
冬
も
よ
う
や
く
終
わ

り
、
心
配
さ
れ
て
い
た
雪
解
け
が

進
み
、
各
農
家
さ
ん
の
畑
も
顔
を

出
し
始
め
、
ひ
と
安
心
。
三
月
四

日
、
礼
拝
終
了
後
に
定
例
教
会
委

員
会
が
開
催
さ
れ
復
活
日
に
向
け

て
の
最
終
調
整
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
三
月
一
一
日
、
聖
餐

式
の
中
で
東
日
本
大
震
災
七
周
年

記
念
祈
祷
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歩
み
を
振
り
返
る
時
が
持
た
れ

ま
し
た
。

　

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
三
月

一
九
日
、
第
六
二
回
卒
園
式
が
行

わ
れ
、
園
児
一
人
一
人
に
卒
園
証

書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平び

ら
と
り取

聖
公
会

　

町
の
記
録
に
無
い
よ
う
な
春
先

の
大
雨
が
三
月
上
旬
に
降
り
、
園
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庭
の
雪
は
消
え
ま
し
た
が
、
町
内

で
は
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
内
に
浸
水

し
、
せ
っ
か
く
育
て
た
苗
が
ダ
メ

に
な
り
棄
て
て
い
る
の
が
報
道
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
斎
節
の
花
の
無
い
祭
壇
で
す

が
復
活
前
主
日
、
棕
櫚
の
主
日
の

祭
色
の
赤
が
眼
に
沁
み
ま
す
。
復

活
の
み
足
の
音
が
間
近
に
迫
っ
て

い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

　

保
育
園
は
九
人
が
卒
園
し
、

一
一
人
が
入
園
予
定
で
す
。
信
徒

の
山
崎
喜
一
郎
さ
ん
の
ひ
孫
さ
ん

が
入
園
さ
れ
喜
び
も
一ひ

と
し
お入
で
す
。

み
ん
な
の
元
気
な
一
年
を
祈
る
。

▽
網
走
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　

例
年
よ
り
も
雪
が
少
な
い
昨
今

五
日
早
朝
に
、
ク
ラ
ラ
和
田
昭
子

姉
が
天
に
召
さ
れ
、
六
日
、
七
日

ご
自
宅
で
近
親
者
の
み
で
葬
儀
が

行
わ
れ
た
。
常
に
他
の
人
々
を
、

心
に
か
け
て
い
た
。
故
人
の
魂
の

平
安
と
ご
遺
族
に
主
の
慰
め
が
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
祈
る
。

　

一
九
日
佐
藤
一
弘
さ
ん
宅
に

て
、
大
斎
中
の
家
庭
集
会
が
開
催

さ
れ
た
。
二
九
日
の
受
苦
日
は
十

字
架
の
道
ゆ
き
を
唱
え
、
主
の
受

難
を
偲
ん
だ
。
時
々
降
る
季
節
外

れ
の
雨
に
春
が
近
い
の
で
は
と
思

わ
れ
る
。

▽
留
萌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

記
録
的
大
雪
と
暴
風
雪
が
多
発

す
る
冬
で
し
た
。
世
界
祈
祷
日
礼

拝
は
、
警
報
発
令
の
た
め
中
止
。

市
内
の
す
べ
て
の
学
校
も
休
校
の

措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
信
頼
の
し
る
し
」
の
読
書
会

は
体
力
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と

進
み
、
信
仰
理
解
の
新
た
な
視
点

を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

受
苦
日
の
黙
想
を
三
名
で
行
い
、

十
字
架
で
贖
わ
れ
た
罪
に
つ
い
て

思
い
め
ぐ
ら
し
、
ザ
ワ
ザ
ワ
と
身

震
い
を
感
じ
ま
し
た
。

▽
深
川
聖
三
一
教
会

　

三
月
一
日
保
育
園
児
の
卒
園
感

謝
礼
拝
が
教
会
で
行
わ
れ
る
。
三

日
土
井
さ
よ
子
さ
ん
の
逝
去
一
年

の
記
念
式
、
一
四
名
、
無
教
会
派

の
ご
家
族
と
の
お
交
わ
り
に
感

謝
。
四
日
石
坂
み
ゑ
子
司
祭
の
送

別
会
。
一
一
日
全
員
で
教
会
報
発

送
作
業
。
一
五
日
保
育
園
職
員
会

議
、
四
月
予
定
を
確
認
す
。
一
七

日
深
川
あ
け
ぼ
の
保
育
園
第
四
五

回
卒
園
式
挙
行
さ
れ
、
教
会
代
表

高
木
和
枝
さ
ん
よ
り
祝
辞
、
優
し

く
て
あ
た
た
か
な
励
ま
し
の
言
葉

で
し
た
。
二
五
日
管
理
司
祭
広
谷

和
文
牧
師
ご
来
教
。
石
坂
司
祭
最

後
の
礼
拝
奉
仕
。
二
八
日
石
坂
み

ゑ
子
司
祭
当
教
区
任
務
終
了
離

道
。

▽
北
見
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

　

屋
根
の
下
の
雪
山
は
高
々
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
ほ
ぼ

融
け
た
北
見
で
す
。

　

三
月
二
日
（
金
）
世
界
祈
祷
日

が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
あ
り
、
椿

田
和
子
姉
、
高
橋
玲
子
姉
、
司
祭

の
三
名
が
出
席
、
豊
か
な
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
聖
金
曜
日
（
受
苦

日
）
礼
拝
は
「
十
字
架
の
道
行
」

を
三
名
で
守
り
ま
し
た
。

　

体
調
を
崩
さ
れ
る
方
々
が
多

く
、
ご
自
宅
や
病
院
を
司
祭
は
お

訪
ね
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
二
七
日
（
日
）
当
教
会
を

会
場
に
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
三
教
会
合

同
礼
拝
」
が
行
わ
れ
る
た
め
、
た

だ
い
ま
祈
り
つ
つ
準
備
中
で
す
。

▽
今
金
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

　

今
年
の
今
金
の
冬
は
大
雪
で
連

日
の
除
雪
作
業
に
体
も
悲
鳴
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
が
、三
月
一
一
日
、

二
五
日
と
二
回
礼
拝
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
七
月
七
・
八
日

に
道
南
分
区
婦
人
集
会
及
び
道
南

分
区
教
会
合
同
集
会
が
確
定
。
地

域
に
教
会
の
存
在
を
知
っ
て
頂
く

為
の
今
金
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を

境
内
地
で
開
催
す
る
こ
と
な
ど
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

函
館
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
行
わ
れ

た
大
斎
の
夕
べ
に
は
天
沼
久
美
子

姉
と
山
崎
二
三
子
姉
が
参
加
。

　

イ
ー
ス
タ
ー
、
種
の
祝
福
の
準

備
教
会
境
内
地
整
備
と
忙
し
く
な

り
ま
す
。主
の
平
安
を
祈
り
ま
す
。

▽
室
蘭
聖
マ
タ
イ
教
会

　

環
境
省
よ
り
古
い
建
物
に
使
わ

れ
て
い
る
照
明
器
具
（
蛍
光
灯
に

有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
）
問

い
合
わ
せ
あ
り
、
藤
井
兄
ラ
ベ
ル

を
調
べ
メ
ー
カ
ー
に
伝
え
大
丈
夫

と
の
事
一
安
心
。
一
一
日
吉
野
司

祭
来
会
。
聖
餐
式
後
来
月
か
ら
の

予
定
が
決
ま
る
。
二
五
日
大
町
司

祭
御
夫
妻
来
会
、
復
活
前
主
日
棕

櫚
の
枝
を
持
ち
礼
拝
が
始
ま
る
。

福
音
書
は
司
祭
の
お
話
と
黙
想
を

混
じ
え
十
字
架
の
死
に
至
る
ま
で

を
解
り
や
す
く
説
教
さ
れ
る
。
聖

餐
式
後
、
一
階
に
て
さ
さ
や
か
な

お
別
れ
会
を
行
う
。
六
年
間
信
徒

一
人
一
人
の
心
に
寄
り
添
っ
て
下

さ
り
心
よ
り
感
謝
。
淋
し
く
な
り

ま
し
た
が
合
同
礼
拝
に
お
目
に
か

か
れ
る
の
で
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

▽
釧
路
聖
パ
ウ
ロ
教
会

▽
厚あ

っ
け
し岸

聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

　

二
日
の
世
界
祈
祷
日
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
当
番
で
六
〇
余
名
が

出
席
、
聖
公
会
か
ら
九
名
参
加
し

教
派
を
越
え
て
祈
り
合
い
ま
し

た
。
四
日
は
「
み
言
葉
の
礼
拝
」

津
田
信
徒
奉
事
者
に
よ
る
司
式
歓

話
。
可
愛
ら
し
い
着
物
姿
で
城
石

梨
奈
さ
ん
奏
楽
奉
仕
に
一
足
早
い

春
到
来
。
一
一
日
の
大
震
災
記
念

日
、
鐘
の
音
に
合
わ
せ
て
祈
り
教

会
初
の
避
難
訓
練

4

4

4

4

4

4

を
実
施
す
る
。

　

一
六
日
は
、
頌
栄
保
育
園
の
卒

園
式
、
一
二
名
の
卒
園
児
に
前
田

博
美
園
長
の
力
強
い
餞

は
な
む
けの
言
葉
、

二
〇
五
八
号
の
卒
園
証
書
に
長
い

間
の
関
係
者
の
お
働
き
を
偲
び
ま

し
た
。
一
八
日
は
オ
リ
ー
ブ
会
、

学
び
の
後
話
し
合
い
で
復
活
日
愛

餐
会
の
お
昼
は
「
ち
ら
し
寿
司
」

と
決
め
、
棕
櫚
の
葉
で
十
字
架
作

り
の
お
仕
事
を
行
う
。
二
五
日
の

礼
拝
は
、
イ
エ
ス
の
受
難
劇
で
守

り
ま
し
た
。

　

厚
岸
教
会
の
新
し
い
宣
教
活
動

を
願
い
、
春
の
清
掃
活
動
を
兼
ね

て
現
地
訪
問
を
し
よ
う
と
の
声
が

聞
こ
え
ま
す
。
主
の
導
き
を
!!


